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　利き手と脳構造および脳機能との関連について
は，多くの脳MRI研究で報告されている 1，7）。また，
精神疾患と利き手との関連を示した先行研究もあ
る 5）。したがって，精神疾患に関する脳構造・脳機
能研究の際，利き手が結果やその解釈に与える影響
を，無視することができない。従来，生物学的精神
医学研究において，被験者の利き手を評価するにあ
たり，Edinburgh尺度が汎用されてきた 4）。日本で
もその翻訳版が用いられてきたが，さまざまなバー
ジョンが存在し，また，現代の日本人にとってなじ
みの少ない動作（フォークと一緒にナイフを持つ，
熊手を使う等）も含まれ，日本人の利き手評価にそ
ぐわない面も否定できない。今後本邦で多施設共同
の生物学的精神医学研究が従前にも増して推進され
るであろうが，標準的な日本語版の利き手評価尺度
が必要と考えられる。
　本邦で開発された目録として，丹羽らが発表した
「利き手（足，眼）に関する質問」があり 2），日本
人を対象としたMRI脳体積研究や事象関連電位研
究の一部で用いられてきた 3，6）。このたび我々は，

丹羽らの許諾を得た上で，この目録から利き手に関
する 14項目の質問を抽出し，尺度を改訂した（表 1）。
対象は，以下の 14項目の動作である：「①絵を描く」
「②物を力いっぱいに投げる」「③歯ブラシで歯をみ
がく」「④ネジ回しをまわしてしめる」「⑤食事の時
スプーンを使う」「⑥マッチをつける時マッチ棒を
持つ」「⑦紙を切るのに小刀を使う」「⑧ハサミを使っ
て物を切る」「⑨クギなどを打つのにカナヅチを使
う」「⑩トランプカードを切る時，一部を手前に引
き抜き残りの上にのせる」「⑪字を書く」「⑫せんぬ
きでビンの王冠を抜く」「⑬食事の時はしを使う」「⑭
テニスや卓球をする時ラケットを握る」。それぞれ
の動作に対し，被験者は使う手を「右」「両方」「左」
のいずれかで回答する。「右」には 1点，「両方」に
は 2 点，「左」には 3 点を与え，14 項目の合計点を
計算する。合計点が 14点（全ての動作に右手を使用）
の場合に「右利き」，合計点が 29 点以上（平均 2
点を超える）の場合に「左利き」，15 点以上 28 点
以下を「両利き」と，それぞれ判定する。なおスコ
ア化については，丹羽らが作成した目録に準じた。
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　本指標の妥当性を示すためのデータを今後集積す
る必要があるが，簡便で明快に点数化できる本指標
は，日本人を対象とした，特に多施設共同での生物
学的精神医学研究において，有用性を持つものと考

えられる。
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   右 両方 左
 1． 絵を描く。
 2． 物を力いっぱいに投げる。
 3． 歯ブラシで歯をみがく。
 4． ネジ回しをまわしてしめる。
 5． 食事の時スプーンを使う。
 6． マッチをつける時マッチ棒を持つ。
 7． 紙を切るのに小刀を使う。
 8． ハサミを使って物を切る。
 9． クギなどを打つのにカナヅチを使う。
 
10．

 トランプカードを切る時，一部を
  手前に引き抜き残りの上にのせる。
 11． 字を書く。
 12． せんぬきでビンの王冠を抜く。
 13． 食事の時はしを使う。
 14． テニスや卓球をする時ラケットを握る。
   ○の数を記入⇒ （a）　　　 （b）　　　 （c）　　　

1 点 ×（a）＋2 点 ×（b）＋3 点 ×（c）＝　　　　点  （合計点）

合計点
　　　14 点 ⇒ 右利き（　　　）
　　　15─28 点 ⇒ 両利き（　　　）
　　　29─42 点 ⇒ 左利き（　　　）

↑
いずれかに

チェックをつける

次の時，あなたは主にどちらの手を使いますか？　該当す
る答の欄（右，両方，左のいずれか1つ）に○をつけてくだ
さい。答のうち両方というのは，右・左をほぼ同じ頻度で
使う場合を意味します。

表 1　利き手に関する質問


